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山形県 JA金山

“おかれた状態からの稲作技術普及"

(土の足音を聞かずも稲は育つを目指して〉

1. はじめに一一一わが町の状態一一

“水清き杉の町金山"をキャッチフレーズにす

る当町〔図 1)は，山合いの純農村。水田の次が

杉林という地形で，稲作を中心にした農業，農家

暮しをしてきたどこにでもある町である。

90年センサスによれば，全農家数 944戸，専業

31戸 (3~ぢ〉・第 1 種193戸 (20%)・第 2種720戸

(77%) との農家構造で，平成 2年の JA金山農

協の農畜産物販売高は，全体で24億円である。そ

のうち米が18億円 (75%)，畜産2.8億円 (11%)

野菜・特産 3.2億円 (14%) と米依存率が高く，

兼業率も97%と極めて高い町である。こうした中

での農協稲作指導を， rおかれた状態から技術普

及を組み立てる」という視点で進めてきた，ここ

10年の取り組みを振り返ってみたい。ここでいう

状態とは，

①多様な農家層へと分化している農家の状態。

②個性をなくしつつある，機械化稲作としての

稲作技術の状態。

③多収から良質米という米の流通変化の状態。

この 3つの視点としている。

もちろん転作対応等における私たち営農指導の

多様性，という働く場の状態をも含んでいること

である。

2. 稲作技術組み立てとしての10年

一省力管理稲作へ-

(1)昭和59年「後期重視の稲作り」路線

この年から初期生育重視の稲作りから後半重視

の稲作りヘ転換を行った。それは・・・

①施肥体系を栄養成長期と生殖成長期の窒素バ

ランスを 5 : 5にし，それまでの基肥+早期追肥

+穂、肥の組み立てを基肥+穂肥(実肥含〉にし中

間追肥を省略した。

②穂肥以降の窒素増を計るために，いもち剤

J A金山農協

営農指導係長沼沢道也

〔図1)

(オリゼメート〉使用を位置づけた。

③田植え後から 6月末まで深水管理(7- 8 cm) 

とし，適正茎数の確保と除草効果を高めることな

どを目的とした。生育的には有効茎歩合を高める

ことをポイントにした。

これらの転換をするキッカケは，一等米比率の

向上対策と農家構造の変化であった。良質米生産

運動の中で，一等米比率をいかに向上させるかを

探るため，それまでの二等米格付け理由を調査し

たところ「充実度不足」が整粒歩合より大きくな

っていた。これは稲の後期凋落現象が招くものと

の判断から，出穂以降の稲の栄養成長を良くして

やる必要があり，栄養成長期の生育量と施肥の調

整，生殖成長期の施肥増と“いもち病"対策を連

携させたものであった。

叉，昭和56年から野菜を導入しての複合経営農

家づくりを強力に進めたため，稲作労働力が野菜

に引っ張られ，管理不徹底で作柄を落とす農家が

続出した。同時に経営を複合化できる農家と，割《
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り切って兼業に徹する農家との分化が，急激に進

んでいった状態があった。これら 2つ(一等米と

農家層)の状態の中で「安定収量・高品質」を進

めていくことから，稲作管理面での省力化と合せ

た技術転換を行ったのである。

(2)昭和63年「省力・小資材稲作」路線

“昨年まで言ってきたことと反対のことを言う

稲作指導は何だ!"との批判も落ちつき始め，深

水への恐れもなくなったこの年から，省力化を一

歩進める「一発除草剤J1一発穂肥」を取り入

れ，名を「省力・小資材稲作」として指導に入っ

TこO

具体的にはザーク粒剤と LPコート 70号・ LP

コート 40号，そしてビーム粉剤・水和剤の導入で

あった。特に一発除草剤は一気に70%の使用率に

成ったが，深水管理が統一されてきていたため問

題なくクリアーした。しかし LPコートの施用で

は葉色のとらえ方でNK化成との違いを説明する

のに時間がかかった。これらの省力資材の選定で

は，それまでの資材コスト以上にはならないこと

と，その資材のための技術ベースの工夫も同時に

行うことを基準に決定をしている。

(3)平成 4年 13発稲作」路線

「省力・小資材稲作」をもう一歩進めたものと

して 13発稲作」との名で指導に入っている。 3

発とは 11発施肥J11発除草J11発いもち(条

〔表1J

月 作業名 使 用 資 材

件が必要)Jのことで動力散布機をいっさい背負

わない体系としている。 c表 1参照〕

資材としては，高度化成肥料と LPコート 100

号・シーゼットフロアブル・ビーム粒剤(箱処理〉

の組み合わせである。特別な作業技術を必要とせ

ず，家族誰でもが行える技術組み立てとしての資

材選定である。

3. L Pコート肥料を積極的に使う理由

計算できる施肥対応

施肥対応でなぜ LPコート肥料にこだわるかと

言えば

①省力化ができる。

②計算(予測〉ができる。

③地力的肥効で生育がなめらかにできる。の 3

点である。

兼業化の中での稲作りでは，きめ細かな観察に

よる技術対応はむずかしいので，始めから生育予

測IJ (計算〉できる施肥対応が求められているコこ

の予測ができることは，天候等の変化への対応も

予測できることにもなり，生産農家にとっても，

指導層にとっても有益なことであり，且つ省力

化，後期凋落防止にもつながるものである。

一発施肥のやり方は，化成肥料と LPコート 100

号の組み合わせとしている。高度化成の基肥は現

行40%減肥とし， L Pコート 100号は現物 15kgと

している。これは急な資材変更と大きな生育変化

注 ニlU!主己、 占

-ロング424-M100を使い追肥なし

ョ円ミ 苗
1箱当たり -稚、中苗とも左の設計でよい。

4 
(育苗一発)

育苗肥料(13-13-13) 7g -管理は潅水とハウスのみ。

ロング424-M100 40 g -温度管理に注意。
タチカゃレン 7g 

施 肥
.LPコート 100を使い追肥なし -全量耕起前散布する。

4 
(一発施肥)

化成肥料とLPの組み合わせ • 7月幼穂形成期以降の色さめ

(ょうりんケイカルは基準量を守る) で色直し追肥をする。

。《 -一発除草剤 -水持ちを良くし、深目の水管

5 
除 草 -ザーク、アクト (散粉機要) 理とする。

(一発除草) -シーゼットフロアブル -シーゼットは田植後5日以内

(散粉機不要) に散布する。

6 いもち .6/20 -品種、生育、天候によって 1~

8 L 
(二発いもち オリゼメート粒剤 3kgを散布し、 2回増やす場合も出てくるが、

防除) ，出穂前にビーム粉、水で、行う。 左は基本的防除とする。
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をせずに，新しい技術が導入できるようにしたこ

とで，地帯別，品種別の全てに活用できる方式と

している。

これらを進めて行けるのは，稲作ベースの統ー

がされてきているためである。それは

①稚苗80労の苗統一 ②施肥量の品種別統一

③株数，植え込み本数の統一 ④深水管理の

統一 ⑤80%粒剤使用の“いもち"防除の統

の5点である。

つぎに私の管内での LPコートの普及状況につ

いて述べてみたい。

JA金山の米の作付面積は 1，200haである。 L

Pコートは山形県内でも普及時期が早く，現在で

は最も省力化の進んでいる地区である。肥料年度

毎， L Pタイプ毎の取り扱い量は下記の通りであ

るが， 61肥年より県の指導指針で取り上げられた

L P70号が早期追肥として初めて普及された。 63

肥年からは「はなの舞し、」へ LP40号が使われ，

管内全体に定着しており 3肥年の LP40号は，全

体の60%を占めている。基肥一発肥料としての L

P100号は， 省力化に連がりさらに増加が予想さ

れている。

(J A金山農協の LPコート普及状況〕

単位(t ) 

LP70 LP40 LPI00 合計

61肥 9 。 。 9 

62肥 28 。 。 28 

63肥 25 19 。 44 

元肥 23 46 3 72 

2肥 21 57 9 87 

3 JJ巴 10 60 24 94 

4. 普及組み立ての10年

仕事と技術の一体化と情報の定期化

昭和59年の技術転換とともに，普及(指導〉手

段も変えた。

具体的に述べると

①稲作作況検討委員会の設置

農家農協一体化の中で稲作りを目指し，人選し

た農家20名と関係機関で構成されており，主に 1

月の検討会と 7月， 9月の圃場巡回が活動内容と

なる。

特に 1月検討会は，農協稲作指導の評価を中心

に，農家に導入できる技術かどうかの検討を行

う。(現在は技術から構造変化対応へ〉

②情報の定期発行

「※稲作速報」との名で月 2回， 4月から 9月

まで10号を発行する。後述する

③各地区 1点の生育調査圃場の設置

32箇所の生育調査圃場があり，職員 2人で計測

する。結果は「速報」で逐一報告をし，農家が自

分の稲との比較ができるようにしている。

職員での計測は情報に責任を持つためである。

④育苗巡回は完全個別指導

育苗指導は個別巡回に徹し，その期間中に個別

農家の稲作り 1年も整理して回る。

⑤田植え以降は集団指導(座談会〉と稲作速報

で!。

田植え以降は農協座談会に便乗したり，集落の

し、し、日，し、ぃ時間に座談会を開く。(このころは

夜が多い〉

まとめて言えば，技術組み立てを農家の立場

(農家が作業しやすい〉で評価しつつ一年の個々

の稲作りの修正を育苗期間中に行う(稲作りスタ

ートの整理)，田植え後は速報を判断材料にして

もらう，と言う方法である。

「※稲作速報J(図 2J (図 3Jで気を付けて

し、る点

①できるだけ専門用語を使わないことと，表現

方法を工夫する。炉uえば一発除草剤の使い方は田

植後何日とか表現は使わず，速いヒエが水面から

顔をだした時などと表現する。

②現実対応技術と理論編の組み合わせ。

③文章は問いかけにし，座談会で話しかけてい

るようにする。

④工夫された作業などを紹介し，技術と作業が

一体化していける表現をとる。

以上を頭に入れながら， B 4版裏表両面のレイ

アウトをしている。

5. おわりに

楽しく稲作りができ

楽しい家庭，農村暮しを

ひと冬越しに農家の稲作り意欲が低下していく

のが感じられる昨今“新農政"や“輸入自由化"
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平成 4年 6月11日第 5号(表〉
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※稲作情報〔図2J 

待草対策
⑪血地盤とよ」

/ねfDQ¥+坊決。ω th仰い、

主どさにじ広務芝沿っ
@切州判 7川的川lワ何7巧川j

こh恥卜(¥(ゆaみF ι内ネtr-__'rパγブ三九 -z.:_">('いが
主込己主J7Jし注[寸I77局長rlk
¥ヨ法ω併いはい. ムニ添っぺ
いf将来f臥宅入品，/，'{町膏1\実~告~. "!z.2.ρ7事作有明

事る剤マ転
@純白調酬な • 

-Ìtt!.l のトペ iんめ}~t1箔 lくべ乙チタ為fi_，Ii 足え
~いみ.きず(寺平日 lてたかレtl与しぺ I • 

⑭不1 1(~\j摘llö %oGf伝{ミ
{{j十メ3深山根イt十九;)与乙1-'t-)ふり(二九る.

b弘 CD/I"""ビトト私的ー→~れームぷ dム
， O-::fllぞメ戸川椛--}%>7デりユコるいァ対tI 
" @ピーL.J悌例'ー→ガs;:f.iぞ旬、 ?i"Y);...)ヲトオ弘

以ゅう内子琵ー紛糾広Tえよ失~" b/1ì 哨~-i(~持制、‘ .6//;"綱引衣



平成 5年3月1日 農業 と科学 第三種郵便物認可 (9) 
1''''''川，11，111司IIIIllI1n，IJI'.司 IdIIlJlII，..・，t1.μ"'1同 ...0'1)1111'司・"'l，IIPll"圃 .'1111'1"'・-‘1111')川 1..1回1111111111晶l1li111111111..匡..IIPlflJd回 o'll1tll，h...問 1111111111'"司1111111¥11....'111'(¥111回 "'111111111司....'1'1，11'''..司1111111111，._1111111''1........111.''・t

〔図 3J 稲作情報平成 4年 6月11日第 5号(裏〉

よ届l:.，)フ‘

第0・Y。生亀織全{J白人blj瓜者
淘側支 ωI.(I~ 飢え相続机

惚正 e<.iJ 品}重 加日 j章丈 .t注文 投獄
主づ;;-I~ヴず ~ムィτ hτ 土ィ言

七明了JI時久 IH減 ライ716:~ ，:jP.1f s_/ 6.0 d‘? s.汗 ⑪殺の吉丸山川、?
麟+分;#i放L λs，，'d' 出t作活 .，d iλE サ〉 s:、? s-o 

;稲沢井両為 3s1 1:1•0 
d矢/ 公i6、t:).デ 1'， :i 

4l-41r仏祉2rzf/4事-a量ソF包向tJt品〉Sネが花川hF皇安.やh1A則宮fすE二s、工北焚フlEI、品1f1tの14Esr-もtι村主r3A主のるbOHIq尾t2b14正1 1喜、、 うい L 3.l J9帯hI)Jh害S草v 宇

玄挫i唾会~議瓜E克塑成亙
l尚弘 )dJI d:i/ f、ム d‘ r ニ示、g z山ト、士

不明; JS1 /7 1;.".0 !以t> 寺占、 ぷ‘t :1.S-{'.6 、J、IL志d悶Lぃt良tιずF月ワカhY色LゴAi ゆ町 えitj

~沃 l伽者 )-/ /成品ムi金~j.土Y 
併F Y、d ゴ.ム 土/

同月与r Jg μる ~_f- :J. b 去、量

15 $¥1淳司 こ吾う /? J_‘bl..ib.2" 台L、千 y、y 戸J ぷ:J ⑫中-~{品、フ J文弘、 z
l胤f]泌 iS1 -t'." 〆λi去~lcl j_/ 守二 1 6/ 

-了ぇ的吟手が配:品らの刻ぬ。，，---参VI-:~モゴを~〆抑制
向Þ~ 岬lgMa告?l耳.~ /占 /げ さf、主 tf，s Lム 9} ぷで6

ォ労 If. If.'f ，ip， y. f、ム J.i }子ょ 4、デ 忠一期以守口 1'J. (抗議…仏土 t~
占守奇

笠探議
'1 f♀ a1占スデr ふ?ILλ z-d fL 

&.~ト ( Ifo~jl γりでるち ー‘守ヲII t埼竜

生え ザ句2坤 1) /b.~1 ~)，S- ?、 1/~、f み。 勺ザ古河 “一 10 

i約 伺ぷ「 /よ 16，61 Sj" t，I../ ).9 サ:0ιOZ 
持708)~Î、 lユ.工エヮぜへフθ 尽く工もまL 円.

子...J.. " /。 l oÌo~1 ，1;0 タぞF /;]、? ょr.~ 6/ @以附i，\~-e.岬M
局総芦田義土 /6:5'1村、? t/~ " / ) /金o f¢-，D 6.0 

.立A~-毒 I~ト相手、河ソ)点完z了 J cJr以lわすよ
称M納税ー ときさ /うL .)0/ λ止、4 十干ら6 . ..1 :I，S' 6.ρ 

量l耕産主!声帯城宮署 /l?' 先;:i.6 ;t.!_ ~.S 心?
/v仰木、起拘九 /バヌ:?，旬2斗 ，('2 T1~ 

る平成ゆ平おJK4バ ・
.).b ?手gs-:6 :).0 些? 活ιι必泥f号F17ゐ1:制{_11，i同't.)f'l.， U) I 
バjト/〆ぷ。 ぷ~ チ~? f.J s.6 l ~ >Z~ -i.: iしし汁.

iF正--I " 1 I 71.，2.0/ 1 d，s+t 1 $. ~ ? f' 1 .j， ~I S-.J 盗導h 悦 .'f"... / 
71?，品4-1:;~:$ I ~ I /I，J 1 d/.oll ~、/‘ジ j.61 Ss' 

司会d~町~，ι 語専 .)./1;J.

6 

i:i/. St-I 'f...J I ~止2 dd Aム [司吋・・.宅74培3Lr旬句rPう3、、lF刊T434、、jJ7Jりb暗ンー土(3補外紳4ぬー主併合vi罪h田f(JI:品tblW，f~-1 s~~ I ~ 1，J.l必Y〆tdl t 0 I i，. 0 I • J.t~;-1 .... -17 ~/' l ・ '.ι)単議長霧ノ1:， I/~，&J ;]&、/;'I~.y /，.J ジ f L401FI-1r 川
~司材 .;{，::. ム /¥'f)- (耳之う又.

F包 JS~ 11 フ If.~)i‘フぷ、よ2'_j I.;{'~1 t: 61 (史乗]

輪予均縦、以t{す rヲぷえよ川?フ‘61f." I ~J 
品野市系人~ 1.)-/l/j.o ぷ.:)I~J ヌアげ止、?

~\?-Iþ_Þ易画五面鴫1再i1E 晃4霧 〆7ノ〆4
S 片11gJ I fP 〆

為2た こきち/す;:1.、むぷ.iI ~.? I f.ど 3.字企、ま

田尾 JJ-S I / 71 (J. 0 I ~ス rlf S' ιC I y‘~J'，) 

|本i(_ 1ぞ持lミ益ス5 え『今¥て Y 趣 t 令

長止、 1々 i 7- h ダ内 容てヲ て・ 1 η プ
¥¥ J.， 7，1 マ」己ゴネ重ヘ 白 川う

とさ〉 もキ持J[寸fjユι らイ壬~ フ州1知，Iし L 1 t l時t.;"-h. P).'/ .. t 2. . .1'，作品lユ、、t5
'c > f， C} の c(¥ 主~主 骨 7肉1とヰ「 Yイ主羽根告掲2世F42M1宅R宇音!l 

昨¥、フ荷三Lて ψf宮1pk里4 」b毎1 .~ ~ ~ u 志1¥..、 1-.if""，)、旧 " ~以内」句、有/
れ Z ぺ bi も't.1-::， Sl~ <7\.Jt同~"'<'\\Jl\)時内

可:../S埼ミ・j向重 !亡匂・かZ 九 ・ ... ¥-_ ¥.. 'L.，、川.

キヲ是



(10) 第三種郵便物認可 農業と科学 (毎月 1日発行〉平成 5年3月l日 第 425号

uh ，h._9 11 1l Ifhll 同，."，・ 11 ，， 11司司 11111111 1 '."1.11 ・，， 1 川，.. ..11'..'1 ・ 1'.... 1\・ 1111 (1・司副 1 ， 11'1111..... ， .."0'11..‘ IJ"IIII I1~困"'I1 I I1I1 ....'I (I 'IIII ，.."， II'1111' ， h...同 l'llltllh__ .， 'IIIIIIIII.... ， IIJI ，I\ II~ ，.1)lJ d'J ，'司....lIlI l lIjI'.司川)1，， 1 1 1" ・ IIh ，."・ 1 同.，...

がどれだけ「意欲」に影響を与えるものやら計り

知れない。

夢を与えるという新農政は，私達のような山間

地稲作農家にとっても夢なのだろうか。夢は追い

求めつつも当面は現実の変化に対応しながらのも

のと考えている。家族稲作をベースに，小数の大

規模農家との組み合わせでの地域農業だろうと思

われる。だから家族の誰でもができる作業(技術〉

形態で， “日曜農業"もなくし，若夫婦が子供達

と遊びにいける状態で稲作りをしていけたら，き

っと楽しく農業をしながら暮らしができるのでは

ないだろうか。

現在省力化第 2段として「不耕起移植」に取り

組んで 3年目になる。多様な農家層の中で「安定

収量，良質米生産」を農協営農指導には求められ

ている。それぞれの地域の状態により，その組み

合わせ方は違うと思うが，地域稲作(技術・組織

・施設化)の確立が急がれている時期であろう。

“土の足音を聞いて稲は育つ"という稲作りの

諺があるが，もうしばらく私は“土の足音を聞か

ずも稲は育つ"稲作りを求めていきたい。

チッソ旭の新肥料紹介
女作物の要求!こ合せて肥料成分の溶け方を

調節できる画期的コーテインク肥料・

ロンタ⑧く被覆燐硝安加里>. LPコードく被覆尿素〉

女緩効性肥料・・........CDU⑧

女パーミキユライト園芸床土用資材 ・・・与作⑧Vl号

哨脈肥料の附 蟻磁器no里⑧
安世界の緑l之貢献する樹木専用打込み肥料 加也J¥AJL@

⑪チツソ旭肥料株式会社


